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平成３０年３月２７日

岐阜大学医学部附属病院

岐阜大学医学部附属病院における医療従事者の勤務環境改善の取組の推進について

本病院における、医療従事者の勤務環境改善の取組の推進体制等は、以下のとおりです。

記

１．推進組織

診療連携改善委員会

２．推進責任者

副病院長 村上 啓雄

３．推進組織構成員

医師 ５名

看護師 １名

薬剤師 １名

技師 ３名

事務部 １名

・・・・・・ 計１１名

４．病院職員に対する取組の周知方法

・科長会議、医局長等合同会議における周知

・院内職員向けホームページへの掲載

５．平成３０年度の勤務医負担軽減計画

別紙のとおり



別　紙

・初診時の予診の実施
現在受付時に実施している問
診票の記入を引き続き実施す
る。

実施状況について検討を行い、
必要に応じて改善を図る。

・静脈採血等の実施
現在実施している看護師による
静脈採血を引き続き実施する。

実施状況について検討を行い、
必要に応じて改善を図る。

・入院の説明の実施

現在入院センターにおいて実施
している入院に関するオリエー
テーション、患者基本情報の収
集及び常用薬の確認などを引
き続き実施する。

実施状況について検討を行い、
必要に応じて改善を図る。

・検査手順の説明の実施

検査内容、診療内容によってば
らつきのある検査手順の説明
について、検討を行い、改善す
る。

検査手順の説明の実施状況に
ついて調査し、改善を行う。

・服薬指導
現在実施している薬剤師による
服薬指導を引き続き実施する。

実施状況について検討を行い、
必要に応じて改善を図る。

④医師の勤務負担が大きい。
①　勤務計画上、連続当直を行
わない勤務体制の実施

現在実施している宿直・休日勤
務割振表による確認を引き続き
実施する。

勤務実績についても確認を行
い、連続当直が行われた場合
の原因分析や改善策について
検討を行う。

④医師の勤務負担が大きい。

②　前日の終業時刻と翌日の
始業時刻の間の一定時間の休
息時間の確保（勤務間インター
バル）

前日の終業時刻と翌日の始業
時刻の間の一定時間の休息時
間の確保（勤務間インターバ
ル）　について検討する。

勤務時間インターバルの導入
可能性の検討のため、実態調
査を実施する。

④医師の勤務負担が大きい。
③　予定手術前日の当直や夜
勤に対する配慮

予定手術前日の当直や夜勤を
削減する。

予定手術前日の当直や夜勤に
ついての実態調査をし、改善策
について検討を行う。

④医師の勤務負担が大きい。
④　当直翌日の業務内容に対
する配慮

予定手術前日の当直や夜勤を
削減する。（再掲）

当直翌日の勤務について実態
調査を行い、改善策について検
討を行う。

④医師の勤務負担が大きい。
⑤　交替勤務制・複数主治医制
の実施

現在実施している交替勤務制、
チーム制を引き続き実施する。

実施状況について検討を行い、
必要に応じて改善を図る。

④医師の勤務負担が大きい。

⑥　育児・介護休業法第23条第
１項、同条第３項又は同法第24
条の規定による措置を活用した
短時間正規雇用医師の活用

育児短時間勤務、パート医師の
雇用を推進する。

採用枠にとらわれないパート医
師や夜勤専従医師等を公募し
確保する。

②外来患者が多く、病院の機能
分化を進める必要がある

①　外来診療時間の短縮、地
域の他の保険医療機関との連
携などの外来縮小の取組み

他の保険医療機関との連携を
通じて逆紹介率を向上させる。

予約時間、予約枠の人数等予
約システムの制御等を検討す
る。

⑤子供の面倒を見なければな
らないため、早期の復職や勤務
に制限がある。

②　院内保育所の設置
病児保育を充実させるととも
に、現在休止中の夜間保育の
再開を目指す。

他病院との連携も含めて夜間
保育の再開に向けた検討を進
める。

①医師・看護師の事務的業務
が多い

③　医師事務作業補助者の配
置による病院勤務医の事務作
業の負担軽減

ドクタークラークの質の向上に
努め、業務の拡大、平準化を進
める。

・新規採用者に対し、リーダー・
サブリーダーによる実践的な教
育をする。
・年度途中での辞職者が散見さ
れるので、リーダーを中心に働
きやすい職場作りに努める。

④医師の勤務負担が大きい。
④　病院勤務医の時間外・休
日・深夜の対応についての負担
軽減及び処遇改善

　病院勤務医の時間外・休日・
深夜の対応についての負担軽
減及び処遇改善について検討
する。

病院勤務医の時間外・休日・深
夜の対応について実態調査を
行い、改善策について検討を行
う。

①医師・看護師の事務的業務
が多い

⑤　看護補助者の配置による
看護職員の負担軽減

看護補助者の増員を図る。
看護補助者の募集時の条件を
改善する。
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③医師資格がなくてもできる業
務が多い


